
第第第第１１１１回回回回    ふじみふじみふじみふじみ新新新新ごみごみごみごみ処理施設整備市民検討会処理施設整備市民検討会処理施設整備市民検討会処理施設整備市民検討会    会議録会議録会議録会議録（（（（要旨要旨要旨要旨））））    

 

１ 開催日時 平成 18 年 11 月６日（月）19 時から 21 時 15 分 

２ 開催場所 ふじみ衛生組合大会議室 

３ 委員出欠 出席 13 人 欠席１人 

・出席委員 荒木千恵子委員、今村ひろみ委員、大江宏委員（会長）、河本美代子委員、 

草苅正行委員、佐々木保英委員、佐藤俊夫委員、寺嶋均委員（副会長）、 

中澄子委員、藤生よし子委員、増田雅則委員、松井和夫委員、村越晴美委員 

・欠席委員 吉野伊佐三委員 

４ 出席者   

（１）組織市 清原慶子管理者（三鷹市長）、長友貴樹副管理者（調布市長）、 

河村孝、中根義雄、木村晴美、井上稔 

（２）事務局 高畑智一、野中清、齋藤順計、深井恭、大木和彦、荻原正樹 

５ 傍聴者  14 人    

 

【議事次第】 

１ 開会 

２ 委嘱式 

３ 管理者あいさつ 

４ 副管理者あいさつ 

５ 委員自己紹介 

６ 要綱の確認 

７ 会長選出 

８ 会長あいさつ 

９ 副会長選出 

10 副会長あいさつ 

11 運営規程の確認 



12 議題 

（１）新ごみ処理施設整備に係るこれまでの経過 

（２）三鷹市と調布市のごみの現状について 

（３）検討内容及び市民検討会スケジュールについて 

13 確認事項 

今後の検討会等開催日程について 

14 閉会 

 

【配布資料】 

議事次第 

【資料１】ふじみ新ごみ処理施設整備市民検討会設置要綱 

【資料２】検討会委員名簿 

【資料３】ふじみ新ごみ処理施設整備市民検討会の運営に関する規程 

【資料４】新ごみ処理施設に係るこれまでの経過 

【資料５】三鷹市と調布市のごみの現状について 

【資料６】施設見学会行程表 

（参考資料１）新ごみ処理施設整備基本計画（平成 18 年３月） 

（参考資料２）新ごみ処理施設整備基本計画資料編（平成 18 年３月） 

（参考資料３）新ごみ処理施設整備基本計画（素案）に関する市民意識調査（平成 18 年３月） 

（参考資料４）新ごみ処理施設整備基本計画素案報告書の検討結果について（答申） 

（平成 16 年３月） 

（参考資料５）調布市都市計画概要 

（参考資料６）三鷹市ごみ処理総合計画（平成 15 年９月） 

（参考資料７）調布市ごみ管理基本計画（平成 15 年３月） 

（参考資料８）三鷹市清掃事業概要（平成 17 年度版） 

（参考資料９）調布市清掃事業概要（平成 17 年度版） 

（参考資料 10）三鷹市・調布市 ごみカレンダー 



（参考資料 11）多摩地域ごみ実態調査（平成 17 年度版） 

（参考資料 12）三鷹市環境センター、二枚橋衛生組合、ふじみ衛生組合、東京たま広域資源循 

環組合パンフレット 

 

 

 

【会議録】 

午後７時 00 分 開会 

 

１ 開会 

【事務局挨拶】 

２ 委嘱式 

【清原管理者から委嘱状授与】 

３ 管理者あいさつ 

【清原管理者あいさつ】 

４ 副管理者あいさつ 

  【長友副管理者あいさつ】 

５ 委員自己紹介 

  【各委員あいさつ】 

  【事務局あいさつ】 

６ 要綱の確認 

【事務局から「ふじみ新ごみ処理施設整備市民検討会設置要綱」の説明・了承】 

７ 会長選出 

【大江委員を推薦の声があり、拍手のうえ了承】 

８ 会長あいさつ 

  【大江会長あいさつ】 

９ 副会長選出 



  【大江会長が寺嶋委員を指名・了承】 

10 副会長あいさつ 

【寺嶋副会長あいさつ】 

  【正副管理者退席】 

  【配布資料確認】 

11 運営規程の確認 

  【事務局説明・以下のとおり了承】 

・ 会議録の確認は、第１回分を第２回会議冒頭で確認する。 

・ 公開方法は、ふじみ衛生組合、三鷹市、調布市で公開する。 

・ 委員名の公開方法については、検討会での議事録配布用は実名、ホームページではＡＢ

Ｃとして公開する（会長・副会長については、公開とする。）。 

12 議題 

（１）新ごみ処理施設整備に係るこれまでの経過について 

【事務局説明】 

（２）三鷹市と調布市のごみの現状について 

【事務局説明・質疑応答】 

Ａ委員 ： 三鷹市の灰資材化 1,000 トンについて、詳細を教えてほしい。 

  事務局 ： 栃木県の民間施設、Ｍ株式会社に灰を持ち込み、高温で溶融し石状のスラグ 

化することで、リサイクル材として、県の工事、道路路盤材として活用してい

る。 

  Ａ委員 ： エコセメント化について、施設との関連を教えてほしい。 

  事務局 ： 18 年度以降は、灰の資材化については、費用対効果等を検討し判断したい。 

  Ｂ委員 ： 三鷹市の事業系のごみはどのくらいの量ですか。 

  事務局 ： 8,359 トンです。ただし、日量 10 キログラム未満の小規模事業者は、有料袋

で一般家庭ごみと同時収集しているため、正確な数字は不明です。 

Ｃ委員 ： 粗大ごみの処理施設について、現在ほとんど使われていないそうだが、処理は

どうなっているのか。 



  事務局 ： 可燃性粗大ごみは、パッカー車で破砕し焼却場に搬入しています。不燃性粗 

大ごみはふじみ衛生組合に搬入します。大きなものは砕いていますが、やむ 

を得ない場合は、業者に引取りを依頼します。鉄などは資源化物としています。 

（３）検討内容及び市民検討会スケジュールについて 

【事務局説明】 

13 確認事項 

今後の検討会開催日程について 

・第２回検討会について、平成 19 年１月 29 日（月）に実施する。  

・平成 18 年 11 月 20 日（月）に施設見学会を実施する。 

【事務局説明・質疑応答】 

Ｄ委員 ： １月の検討会について、資料は事前にいただけますか。 

  事務局 ： 事前に配布します。 

  Ｅ委員 ： 施設見学会は、立派なコミュニティ施設ができても市民が利用しないなどの例

もあるので、そうしたところも参考にしたい。 

  Ｆ委員 ： エコセメント化の施設についても見学をしたい。 

14 閉会 

   

午後９時 15 分散会 


